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初
期
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ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
思
想
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本

広

司

は
じ
め
に

一　

若
き
野
心
家

　

１　

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
野
心

　

２　

ラ
ラ
カ
ー
の
牧
師

　
　

⑴　

ラ
ラ
カ
ー

　
　

⑵　

聖
務
と
生
活

　
　

⑶　

聖
パ
ト
リ
ッ
ク
大
聖
堂
参
事
会
員　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
第
六
七
巻
一
号
）

二　

最
初
の
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

１　

政
治
の
動
向
と
ス
ウ
ィ
フ
ト

　
　

⑴　

党
派
抗
争

　
　

⑵　

ジ
ャ
ン
ト
の
弾
劾

　
　
　

ⅰ　

ス
ペ
イ
ン
分
割
条
約　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
本
号
）
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二　

最
初
の
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

１　

政
治
の
動
向
と
ス
ウ
ィ
フ
ト

　

博
士
号
を
取
得
し
て
二
カ
月
後
の
一
七
〇
一
年
四
月
に
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
バ
ー
ク
リ
ー
伯
に
同
行
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
渡
っ
た
。

バ
ー
ク
リ
ー
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
の
は
、
前
年
の
一
二
月
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
が
内
閣
を
改
造
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総
督
が
新

た
に
就
任
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
バ
ー
ク
リ
ー
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
控
訴
院
判
事
を
解
任
さ
れ
、
本
国
に
召
還
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

彼
が
控
訴
院
判
事
に
任
命
さ
れ
た
の
は
一
六
九
九
年
、
在
任
期
間
は
わ
ず
か
一
年
半
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル
の
遺
稿
集
の
出
版
に
関
し
て
で
あ
っ

た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
テ
ン
プ
ル
の
死
後
、
渡
愛
す
る
ま
で
の
し
ば
ら
く
の
間
、
サ
リ
ー
州
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
に
と
ど
ま
っ
て
テ
ン
プ
ル

の
『
雑
纂 

第
三
部
』（M

iscellanea, Part III, 1701

）
を
編
纂
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
の
出
版
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
が
、
今
回
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
行
き
の
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
。
成
人
し
て
か
ら
四
度
目
の
渡
英
で
あ
る
。
海
を
渡
っ
た
ス
ウ
ィ

フ
ト
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
の
レ
ス
タ
ー
で
住
む
母
親
を
訪
ね
た
あ
と
ロ
ン
ド
ン
へ
向
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
一
七
〇
一
年
五

月
か
ら
九
月
ま
で
滞
在
し
て
い
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
局
は
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
に
政
治
へ
の
関
心
を
強
め
さ
せ
、
最
初
の
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
ア
テ
ネ
と
ロ
ー
マ
に
お
け
る
貴
族
・
平
民
間
の
不
和
抗

争
』（A

 D
iscourse of the Contests and D

issentions betw
een the N

obles and the Com
m

ons in A
thens and R

om
e, 1701

）

を
執
筆
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
本
節
で
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、

ま
ず
こ
の
時
期
の
政
治
の
動
向
を
見
て
お
こ
う
。
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⑴　

党
派
抗
争

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
と
ア
ン
女
王
の
治
世
（
一
六
八
九
―
一
七
〇
二
、
一
七
〇
二
―
一
四
）
は
、
ト
ー

リ
と
ウ
ィ
ッ
グ
が
、
議
会
の
み
な
ら
ず
世
論
を
も
巻
き
込
ん
で
激
し
い
対
立
を
繰
り
広
げ
た
「
党
派
抗
争
」（rage of party

）
の
時
代

で
あ
っ
た（

（
（

。
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、「
政
党
」（party

）
が
本
格
的
に
登
場
し
た
の
は
一
六
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
こ
と
で
あ

る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
弟
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
イ
ム
ズ
を
王
位
継
承
者
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
王
位
継
承
排
除
法
案
」（Exclusion Bill

）
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
と
き
、
法
案
に
反
対
す
る
「
嫌
悪
派
」（A

bhorrers

）
と
、
そ

れ
を
支
持
す
る
「
請
願
派
」（Petitioners

）
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
互
い
に
相
手
を
、
つ
ま
り
請
願
派
は
嫌
悪
派
を
ト
ー
リ
（T

ory

）、

嫌
悪
派
は
請
願
派
を
「
ウ
ィ
ッ
グ
」（W

hig

）
と
呼
ん
だ
。
こ
の
ト
ー
リ
と
ウ
ィ
ッ
グ
は
、
も
と
も
と
は
侮
蔑
的
な
呼
称
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
ト
ー
リ
と
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
で
盗
賊
や
無
法
者
を
意
味
す
るtoraidhe

に
由
来
す
る
言
葉
で
、
卑
し
め
の
感
情
を
伴
っ
た

蔑
称
で
あ
っ
た
。ま
た
、ウ
ィ
ッ
グ
と
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
長
老
派
勢
力
の
反
乱
分
子
を
指
し
て
用
い
ら
れ
たw

higgam
ore

（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
語
で
牛
追
い
の
意
）
の
短
縮
形
で
、
王
権
に
対
す
る
反
逆
者
を
意
味
す
る
侮
蔑
語
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
両

党
と
も
相
手
か
ら
否
定
的
な
評
価
し
か
受
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
大
政
党
の
原
型
は
ま
さ
し
く
こ
こ
に
あ
り
、
ト
ー
リ
と
ウ
ィ
ッ
グ

の
出
現
か
ら
「
最
初
の
政
党
時
代
」（first age of party
）
が
始
ま
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
経
緯
で
誕
生
し
た
政
党
で
は
あ
る
が
、の
ち
の
政
党
の
よ
う
に
組
織
化
さ
れ
た
政
策
集
団
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
恩
顧
や
縁
故
な
ど
で
結
び
つ
い
た
人
脈
集
団
に
す
ぎ
ず
、
綱
領
や
党
則
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
は
い
ま
だ
な
か
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
の
時
代
の
ト
ー
リ
と
ウ
ィ
ッ
グ
を
後
世
の
近
代
政
党
と
同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
単
な

る
徒
党
（faction

）
と
は
異
な
っ
て
、
依
拠
す
る
理
念
や
原
則
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
両
党
の
社
会
的
基
盤

に
は
際
立
っ
た
差
異
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
ト
ー
リ
は
伝
統
的
秩
序
観
を
持
ち
、
王
位
の
世
襲
制
、
王
権
に
対
す
る
服
従
、
国
教
会
体

制
の
擁
護
な
ど
を
基
本
原
則
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ウ
ィ
ッ
グ
は
、
社
会
契
約
説
や
抵
抗
権
理
論
に
立
脚
し
な
が
ら
、
王
権
の
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制
限
、
議
会
の
重
視
、
宗
教
的
寛
容
な
ど
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

前
述
の
王
位
継
承
排
除
法
案
に
つ
い
て
言
え
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
ト
ー
リ
が
勝
利
し
、
ヨ
ー
ク
公
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
と
し
て
即
位

し
た
。し
か
し
王
の
カ
ト
リ
ッ
ク
化
政
策
が
強
化
さ
れ
る
と
、ト
ー
リ
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
へ
の
警
戒
心
を
強
め
て
し
だ
い
に
離
反
し
て
い
っ

た
。
そ
し
て
一
六
八
八
年
、
王
権
に
対
す
る
忠
誠
よ
り
も
国
教
会
体
制
の
護
持
を
優
先
さ
せ
て
、
ウ
ィ
ッ
グ
と
と
も
に
名
誉
革
命
を
成

し
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

即
位
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
は
、
ト
ー
リ
と
ウ
ィ
ッ
グ
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
ず
、
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
人
事
を
行
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
混
成
内
閣
」（m

ixed m
inistry

）
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
た
め
か
つ
て
の
よ
う
な
党
派
抗
争
は
沈
静
化
し
た
が
、
対
立
の
火
種
は

く
す
ぶ
っ
て
お
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
顕
在
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
そ
の
抗
争
は
、
ト
ー
リ
・
ウ
ィ
ッ
グ
と
い
う
枠
組
み
を
超

え
て
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
革
命
後
ト
ー
リ
は
い
く
つ
か
の
議
会
内
グ
ル
ー
プ
に
分
裂
す
る
と
い

う
過
程
を
辿
っ
た
。
①
行
政
府
の
中
枢
に
入
っ
て
政
権
を
担
っ
て
い
く
グ
ル
ー
プ
、
②
「
事
実
上
の
」（de facto

）
国
王
と
し
て
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
へ
の
服
従
を
消
極
的
な
が
ら
も
受
け
入
れ
て
い
く
グ
ル
ー
プ
、
③
国
教
会
護
持
の
立
場
か
ら
、
非
国
教
徒
に
対
す
る
ウ
ィ
リ
ア

ム
の
寛
容
政
策
を
批
判
す
る
グ
ル
ー
プ
、
④
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
と
直
系
の
子
孫
こ
そ
が
正
統
な
国
王
で
あ
る
と
見
な
し
て
、
そ
の
復
位

を
目
指
す
ジ
ェ
イ
ム
ズ
派
＝
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
（Jacobites
）
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ま
た
ウ
ィ
ッ
グ
の
方
も
、
①
本
来
の

ウ
ィ
ッ
グ
の
原
理
に
則
っ
て
宮
廷
に
対
し
て
一
定
の
距
離
を
置
き
、
王
権
の
制
限
や
議
会
主
権
の
徹
底
化
を
図
ろ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ

（
オ
ー
ル
ド
・
ウ
ィ
ッ
グ
）、
②
積
極
的
に
宮
廷
に
接
近
し
て
、
国
王
政
府
の
要
職
に
就
こ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
（
コ
ー
ト
・
ウ
ィ
ッ

グ
）
の
二
つ
に
分
か
れ
た
。
か
く
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ト
ー
リ
と
ウ
ィ
ッ
グ
と
い
う
対
立
軸
を
残
し
つ
つ
も
、
そ
れ
と
交
差
す
る
形
で
、

宮
廷
＝
コ
ー
ト
（Court

）
と
地
方
な
い
し
在
野
＝
カ
ン
ト
リ
（Country
）
と
い
う
対
立
軸
が
現
れ
、
そ
れ
ら
が
絡
み
合
い
な
が
ら
名

誉
革
命
後
の
政
局
は
推
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

さ
て
、
一
六
九
五
年
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
は
ウ
ィ
ッ
グ
が
勝
利
を
収
め
た（

（
（

。
政
治
の
実
権
を
握
っ
た
の
は
、
権
力
を
求
め
て
宮
廷
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に
接
近
し
て
い
た
ウ
ィ
ッ
グ
の
コ
ー
ト
派
、
つ
ま
り
、
ジ
ャ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
コ
ー
ト
・
ウ
ィ
ッ
グ
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
た
ち
で
あ
っ
た
。

「
ジ
ャ
ン
ト
」（Junto

）
と
は
、
会
議
を
意
味
す
る
ス
ペ
イ
ン
語
のjunta

に
由
来
す
る
言
葉
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
私
党
・
陰

謀
団
・
秘
密
結
社
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
ン
ト
を
構
成
す
る
政
治
家
は
必
ず
し
も
固
定
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、九
五
年
前
後
の
メ
ン
バ
ー
は
ジ
ョ
ン
・
サ
マ
ー
ズ（
の
ち
の
サ
マ
ー
ズ
男
爵
）、チ
ャ
ー
ル
ズ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー

（
の
ち
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
伯
爵
）、
ト
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ン
（
の
ち
の
ウ
ォ
ー
ト
ン
侯
爵
）、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
（
の
ち
の
オ
ー

フ
ォ
ー
ド
伯
爵
）
の
四
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
サ
マ
ー
ズ
は
国
璽
尚
書
（Lord K

eeper of the Great Seal

）、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
は

財
務
府
長
官
（Chancellor of the Exchequer

）、
ウ
ォ
ー
ト
ン
は
王
室
会
計
監
査
官
（Com

ptroller of the H
ousehold

）、
ラ
ッ

セ
ル
は
海
軍
卿（First Lord of the A

dm
iralty

）の
ポ
ス
ト
に
あ
っ
た

―
や
が
て
彼
ら
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
知
己
に
な
り
、サ
マ
ー

ズ
に
至
っ
て
は
、
傑
作
『
桶
物
語
』
を
捧
げ
ら
れ
る
仲
に
ま
で
な
る

―
。
彼
ら
は
優
れ
た
政
治
手
腕
を
発
揮
し
、
九
五
年
前
後
の
政

権
中
枢
で
コ
ー
ト
派
の
実
力
者
と
し
て
権
勢
を
振
る
っ
た（

（
（

。
ち
な
み
に
、
対
仏
戦
争
の
巨
額
の
戦
費
を
調
達
す
る
た
め
一
六
九
四
年
に

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
（Bank of England
）
が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
尽
力
し
た
の
は
、
国
家
財
政
の
管
理
を
担
っ
た
モ
ン
タ

ギ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
六
九
七
年
九
月
に
「
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
条
約
」（T

reaty of Rysw
ick

）
が
締
結
さ
れ
て
、
九
年
間
に
及
ぶ
「
ア

ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
同
盟
戦
争
」（W

ar of the League of A
ugsburg

）
が
終
結
す
る
と（

（
（

、
ジ
ャ
ン
ト
に
対
す
る
批
判
が
噴
出
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
そ
の
声
は
、
常
備
軍
問
題
を
契
機
と
し
て
一
気
に
高
ま
っ
た
。

　

「
常
備
軍
」（standing arm

y

）
と
は
、
国
王
ま
た
は
国
家
に
よ
り
恒
常
的
に
維
持
さ
れ
る
軍
隊
の
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。
議
会
で
は
、
同

盟
戦
争
終
結
と
と
も
に
平
時
に
お
け
る
常
備
軍
保
持
の
問
題
が
大
き
な
争
点
と
な
っ
た（

（1
（

。
対
仏
戦
争
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
陸

軍
は
、
多
い
年
で
八
万
七
〇
〇
〇
を
超
す
兵
力
を
擁
し
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
、
毎
年
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
以
上
の
費
用
を
要
し
て

い
た（

（1
（

。
こ
の
莫
大
な
戦
費
を
捻
出
す
る
た
め
に
政
府
が
行
っ
た
の
は
、
関
税
と
消
費
税
の
強
化
、
地
租
の
導
入
、
さ
ら
に
前
述
し
た
イ
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ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
設
立
で
あ
っ
た
。
税
負
担
は
重
く
、
平
時
に
お
け
る
常
備
軍
の
削
減
は
急
務
の
課
題
で
あ
っ
た
。
だ
が
戦
争
が
終

わ
っ
て
も
、
軍
隊
の
規
模
を
で
き
る
限
り
維
持
し
て
い
く
と
い
う
の
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
と
ジ
ャ
ン
ト
政
府
の
方
針
で
あ
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
に
対
す
る
根
強
い
不
信
感
と
警
戒
心
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
ル
イ
一
四
世
は
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
条
約
に
よ
っ
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
を

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
王
と
し
て
承
認
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
敵
を
援
助
し
な
い
と
約
束
し
て
い

た
（
（1
（

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
イ
は
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
中
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
の
支
援
を
止
め
よ
う
と
せ
ず
、
領
土
拡
張
へ
の
野
望
を
捨

て
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
王
と
政
府
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
が
再
び
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
予
感
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
懸
念
が
常
備
軍
維
持
と
い
う
方
針
を
と
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
は
、
一
六
九
七
年
一
二
月
三
日
の
議
会
開
会
式
に
お
け
る
国
王
演
説
で
、
現
今
の
国
際
情
勢
を
考
え
る
と
、「
当
面

の
と
こ
ろ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
陸
軍
な
し
に
安
全
で
は
あ
り
得
な
い（

（1
（

」
と
述
べ
て
、
常
備
軍
の
必
要
性
と
そ
の
維
持
を
強
調
し
た
。
そ
し

て
こ
の
演
説
を
契
機
と
し
て
、
常
備
軍
を
め
ぐ
る
論
戦
が
開
始
さ
れ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
た
ち
が
必
要
と
考
え
る
兵
士
の
数
は
、
少
な
く

と
も
三
万
人
で
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
野
党
カ
ン
ト
リ
派
は
大
幅
な
削
減
を
要
求
し
た
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
常
備
軍
が
国
王

専
制
の
道
具
と
な
り
、
国
民
の
自
由
と
古
来
の
国
制
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
常
備
軍
を
維
持
す

る
た
め
に
重
税
が
課
さ
れ
、
不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
地
方
の
地
主
勢
力
（landed interest

）
を
守
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
と
き

議
会
の
論
戦
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
、
典
型
的
な
カ
ン
ト
リ
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
、
宮
廷
に
対
し
て
一
定
の
距
離
を
置
く
カ
ン
ト
リ
・

ウ
ィ
ッ
グ
の
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
リ
ー
は
の
ち
に
ト
ー
リ
穏
健
派
に
変
わ
っ
て
ト
ー
リ
政
権
を
樹
立
し
、
や
が
て

ス
ウ
ィ
フ
ト
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
ハ
ー
リ
ー
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
彼
の
主
張
し
た
削
減
案
は

一
六
八
〇
年
の
水
準
、
す
な
わ
ち
約
八
〇
〇
〇
人
に
ま
で
戻
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
提
案
は
一
八
五
対
一
四
八
で
可
決
さ
れ

た
（
（1
（

。
そ
し
て
九
八
年
一
月
に
行
わ
れ
た
陸
軍
予
算
を
め
ぐ
る
審
議
で
も
、
カ
ン
ト
リ
派
は
政
府
の
提
案
し
た
金
額
四
〇
万
ポ
ン
ド
を
三

五
万
ポ
ン
ド
に
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
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こ
う
し
て
、
議
会
で
は
ト
ー
リ
と
カ
ン
ト
リ
・
ウ
ィ
ッ
グ
が
常
備
軍
問
題
を
契
機
に
攻
勢
を
強
め
た
。
そ
し
て
議
会
外
で
も
、
ジ
ョ

ン
・
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
ド
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
モ
イ
ル
、
ア
ン
ド
ル
ー
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
ジ
ョ
ン
・
ト
ー
ラ
ン
ド
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
な
ど
、
急
進
的
ウ
ィ
ッ
グ
（
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
マ
ン
）
を
含
む
カ
ン
ト
リ
派
の
著
述
家
た
ち
が
、
金
融
勢
力
（m

oneyed 

interest
）
と
結
び
つ
い
た
コ
ー
ト
派
の
腐
敗
政
治
を
論
難
し
つ
つ
、
多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
常
備
軍
の
大
幅
な
縮
小
な
い
し
全
廃
を

主
張
し
た（

（1
（

。
他
方
コ
ー
ト
陣
営
も
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
を
代
表
と
す
る
作
家
た
ち
に
常
備
軍
擁
護
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
書
か
せ
た（

（2
（

。

か
く
し
て
常
備
軍
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
議
会
の
外
で
も
、
政
界
の
党
派
抗
争
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
「
文
書
戦
争（

（2
（

」
と
形
容
さ
れ
る

ほ
ど
熱
く
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
常
備
軍
論
争
」（standing arm

y controversy

）
で
あ
る（

（2
（

。

　

議
会
の
内
外
で
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ト
政
府
は
、
し
だ
い
に
弱
体
化
し
て
い
っ
た
。
一
六
九
八
年
七
月
に
議
会
が
解
散
さ
れ（

（2
（

、

総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
党
派
別
獲
得
議
席
数
は
、
定
数
五
一
三
の
う
ち
、
ト
ー
リ
二
〇
八
、
ウ
ィ
ッ
グ
二
四
六
、
無
所
属
五
九
で
あ
っ

た
（
（2
（

。
こ
の
数
字
だ
け
を
見
れ
ば
、
前
回
九
五
年
の
と
き
と
同
様
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
勝
利
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
コ
ー

ト
と
カ
ン
ト
リ
と
い
う
対
立
軸
か
ら
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
カ
ン
ト
リ
陣
営
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
に
は
カ
ン
ト

リ
派
議
員
が
含
ま
れ
て
い
た
し
、
無
所
属
の
五
九
名
も
、
そ
の
多
く
が
カ
ン
ト
リ
派
な
い
し
独
立
派
の
議
員
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。

　

勢
力
を
増
大
さ
せ
た
カ
ン
ト
リ
派
は
、
新
し
い
議
会
が
開
か
れ
た
直
後
か
ら
政
府
側
を
激
し
く
攻
め
立
て
た
。
一
六
九
八
年
一
二
月

一
六
日
、
ハ
ー
リ
ー
は
常
備
軍
の
規
模
を
さ
ら
に
七
〇
〇
〇
人
に
ま
で
削
減
し
、
入
隊
条
件
も
「
生
粋
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
臣
民
」
に
限

る
と
い
う
動
議
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
翌
一
七
日
に
承
認
さ
れ
た（

（2
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
陸
軍
の
大
幅
な
戦
力
低
下
が
避
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
し
か
も
多
く
の
オ
ラ
ン
ダ
人
将
兵
、
と
り
わ
け
王
の
護
衛
に
当
た
る
オ
ラ
ン
ダ
人
近
衛
兵
を
除
隊
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
と
っ
て
は
屈
辱
的
で
あ
り
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。
三
日
後
の
一
二
月
二
〇
日
、
ホ
ラ
ン
ト
州

の
法
律
顧
問
（Grand Pensionary

）
で
あ
る
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ハ
イ
ン
シ
ウ
ス
に
、「
軍
隊
に
関
す
る
議
案
が
下
院
を
通
過
し
た
の
が
あ

ま
り
に
も
悔
し
く
、
他
の
事
柄
を
考
え
る
こ
と
な
ど
と
て
も
で
き
な
い（

（2
（

」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
退
位
し
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て
オ
ラ
ン
ダ
に
戻
り
た
い
と
側
近
に
漏
ら
し
て
い
た
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

一
六
九
九
年
五
月
四
日
に
議
会
が
休
会
と
な
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
に
と
っ
て
は
、
実
に
「
悲
惨
な
会
期（

（2
（

」
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
は
ジ
ャ
ン
ト
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
同
様
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
カ
ン
ト
リ
派
か
ら
常
備
軍
の
問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
行
政

権
力
の
肥
大
化
、
恒
常
化
す
る
過
重
な
税
負
担
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
も
オ
ラ
ン
ダ
の
利
益
優
先
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
キ
ッ
ド
の
海
賊
行

為
等
々
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
返
し
攻
撃
さ
れ
て
い
た（

（3
（

。
そ
の
た
め
ジ
ャ
ン
ト
は
か
つ
て
の
勢
い
を
失
い
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
と
の
不

和
も
重
な
っ
て
、
政
権
か
ら
次
々
と
離
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
会
期
が
終
わ
っ
た
九
九
年
五
月
に
、
ラ
・
オ
ー
グ
の
海
戦
の

英
雄
で
あ
る
オ
ー
フ
ォ
ー
ド
伯
が
海
軍
卿
を
、
財
政
改
革
の
立
役
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
が
財
務
府
長
官
を
辞
任
し

て
い
る
。さ
ら
に
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
は
そ
の
半
年
後
、す
な
わ
ち
、新
し
い
会
期
が
始
ま
る
前
日
の
一
一
月
一
五
日
に
第
一
大
蔵
卿（First 

Lord of the T
reasury

）
の
ポ
ス
ト
を
、
そ
し
て
翌
一
七
〇
〇
年
四
月
に
は
、
ジ
ャ
ン
ト
の
中
心
人
物
と
し
て
国
政
を
指
導
し
て
き

た
ジ
ョ
ン
・
サ
マ
ー
ズ
が
、
大
法
官
（Lord Chancellor

）
―
国
璽
尚
書
で
あ
っ
た
サ
マ
ー
ズ
は
、
九
七
年
四
月
に
大
法
官
に
任
ぜ

ら
れ
て
い
た

―
を
退
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
政
権
か
ら
去
っ
た
の
は
彼
ら
だ
け
で
は
な
い
。
正
確
に
は
ジ
ャ
ン
ト
と
は

言
え
な
い
も
の
の
、
国
王
の
政
策
顧
問
で
、
か
つ
て
サ
マ
ー
ズ
た
ち
の
登
用
を
王
に
進
言
し
た
サ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
伯
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス

ペ
ン
サ
ー
も
宮
内
卿
を
辞
め
、
同
じ
く
王
に
近
い
シ
ュ
ル
ー
ズ
ベ
リ
公
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ト
ー
ル
ボ
ッ
ト
も
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
と
の
関
係

が
疑
わ
れ
て
一
七
〇
〇
年
に
公
職
か
ら
身
を
引
い
て
い
る
。さ
ら
に
、ウ
ィ
リ
ア
ム
王
の
最
も
信
頼
厚
い
側
近
で
、オ
ラ
ン
ダ
人
の
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
伯
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
も
駐
仏
大
使
を
辞
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
政
権
の
中
枢
に
い
た
ジ
ャ
ン
ト
や
実
力
者
た
ち
の
多
く
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。
権
勢
を
振
る
っ
た
ジ
ャ
ン
ト
の
時

代
も
、
つ
い
に
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
る（

（3
（

。
だ
が
そ
れ
以
降
も
、
彼
ら
に
対
す
る
カ
ン
ト
リ
派
の
攻
撃
が
止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一

七
〇
〇
年
一
二
月
に
議
会
が
解
散
さ
れ
、
翌
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
ト
ー
リ
二
四
九
、
ウ
ィ
ッ
グ
二
一

九
、
無
所
属
四
五
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た（

（3
（

。
二
月
六
日
に
議
会
が
開
会
さ
れ
た
。
議
長
に
選
出
さ
れ
た
の
は
、
カ
ン
ト
リ
派
の
指
導
者
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ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ー
リ
ー
で
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
庶
民
院
の
主
導
権
は
完
全
に
ト
ー
リ
に
握
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ

が
、
つ
ま
り
一
党
派
に
よ
る
議
会
の
支
配
が
、
や
が
て
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
強
い
危
機
感
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　

ジ
ャ
ン
ト
の
弾
劾

　

庶
民
院
で
多
数
を
確
保
し
た
ト
ー
リ
は
、
政
権
か
ら
去
っ
た
ジ
ャ
ン
ト
を
さ
ら
に
追
い
詰
め
る
作
戦
に
出
た
。
一
七
〇
一
年
二
月
、

ト
ー
リ
政
権
発
足
後
最
初
の
議
会
が
開
か
れ
る
と
、
議
会
多
数
派
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
領
土
分
割
を
め
ぐ
っ
て
ル
イ
一
四
世
と
の
間
で
結

ば
れ
た
一
六
九
八
年
と
一
七
〇
〇
年
の
二
つ
の
秘
密
条
約
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
関
与
し
た
当
時
の
閣
僚
た
ち
を
糾
弾
し
た
。
そ
の
矛

先
が
向
け
ら
れ
た
の
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
伯
、
サ
マ
ー
ズ
男
爵
、
オ
ー
フ
ォ
ー
ド
伯
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
男
爵
（
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
モ
ン

タ
ギ
ュ
ー
）
の
四
名
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
庶
民
院
で
弾
劾
決
議
さ
れ
、
貴
族
院
で
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
弾
劾
問
題
に
つ
い

て
は
の
ち
ほ
ど
論
じ
る
と
し
て
、
そ
も
そ
も
新
し
い
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
秘
密
条
約
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
時
期
、
ス
ペ
イ
ン
王
位
継
承
問
題
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
懸
案
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
外

交
課
題
で
あ
っ
た
。
以
下
、
条
約
締
結
に
至
る
経
緯
を
見
て
お
こ
う
。

　
　

ⅰ　

ス
ペ
イ
ン
分
割
条
約

　

ス
ペ
イ
ン
王
の
カ
ル
ロ
ス
二
世
は
生
来
心
身
が
虚
弱
で
、
嗣
子
の
な
い
ま
ま
死
去
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
広
大
な

領
土
を
有
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
後
継
問
題
は
、
か
ね
て
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
関
心
の
的
で
あ
っ
た
。
継
承
権
は
、
ス
ペ
イ
ン
王
家
と

姻
戚
関
係
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
一
四
世
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
、
お
よ
び
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン

二
世
エ
マ
ヌ
エ
ル
が
、そ
れ
ぞ
れ
後
継
候
補
を
擁
立
し
て
カ
ル
ロ
ス
の
生
前
か
ら
自
分
た
ち
の
推
す
候
補
の
正
統
性
を
主
張
し
て
い
た
。

だ
が
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
今
な
お
海
外
に
広
大
な
領
土
を
有
す
る
ス
ペ
イ
ン
帝
国
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
候
補
が
継
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承
し
よ
う
と
も
、
ス
ペ
イ
ン
が
併
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
均
衡
が
崩
れ
る
の
は
必
至
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
が
恐
れ
た
の
は
、大
国
フ
ラ
ン
ス
が
継
承
権
を
獲
得
し
て
、フ
ラ
ン
ス
の
覇
権
が
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
ウ
ィ

リ
ア
ム
三
世
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
と
も
に
、
カ
ル
ロ
ス
の
死
後
は
ス
ペ
イ
ン
帝
国
を
三
候
補
の
間
で
分
割
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
ル

イ
は
、
カ
ル
ロ
ス
の
姉
の
マ
リ
ー
・
テ
レ
ー
ズ
（
一
六
八
三
年
没
）
を
妃
に
迎
え
て
い
た
こ
と
か
ら
王
位
継
承
権
を
頑
強
に
主
張
し
て

い
た
が
、
や
が
て
態
度
を
軟
化
さ
せ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
交
渉
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
と
の
交
渉
は
一
六
九
八
年
三
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
の
外
交
代
表
は
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
三
世
の
寵
臣
で
、
駐
仏
大
使
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
伯
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
宮
殿
で
も
協
議
が
進
め
ら

れ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
自
ら
が
大
使
の
タ
ラ
ー
ル
伯
カ
ミ
ー
ユ
・
ド
ス
タ
ン
と
交
渉
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
同
年
七
月
に
オ
ラ
ン
ダ
に
渡
り
、

そ
こ
で
も
タ
ラ
ー
ル
伯
と
折
衝
を
続
け
て
い
る
。交
渉
は
極
秘
の
う
ち
に
進
め
ら
れ
、英
国
議
会
は
も
ち
ろ
ん
、大
臣
た
ち
で
す
ら
ま
っ

た
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
外
交
政
策
に
関
し
て
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
家
た
ち
を
信
頼
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
連
れ
て
き
た
側
近
を
政
策
顧
問
と
し
て
重
用
し
て
い
た
。
そ
の
代
表
が
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

大
臣
た
ち
が
こ
の
秘
密
交
渉
を
は
じ
め
て
知
っ
た
の
は
、
協
議
が
大
筋
合
意
に
達
し
た
一
六
九
八
年
八
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

ず
オ
ラ
ン
ダ
に
い
た
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
伯
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
の
指
示
を
受
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
側
と
の
合
意
内
容
を
記
し
た
八
月
二
四

日
付
書
簡
を
北
部
担
当
国
務
大
臣（Secretary of State for the N

orthern D
epartm

ent

）の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
に
送
っ

た
。
そ
の
骨
子
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
の
王
子
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
が
ス
ペ
イ
ン
本
土
、
ス
ペ
イ
ン
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
、
西
イ
ン
ド
諸
島
を
相
続
し
、
ル
イ
一
四
世
の
孫
ア
ン
ジ
ュ
ー
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
ナ
ポ
リ
王
国
、
シ
チ
リ
ア
王
国
、

ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
の
五
港
湾
都
市
と
バ
ス
ク
地
方
の
一
部
を
獲
得
し
、
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
の
次
男
カ
ー
ル
大
公
が
ミ
ラ
ノ
公
国

領
を
相
続
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
王
位
継
承
順
位
が
高
く
、
ま
た
ス
ペ
イ
ン
王
位
を
フ
ラ

ン
ス
で
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
）
で
も
な
く
、
小
国
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
に
相
続
さ
せ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
バ
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ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
論
で
、
そ
れ
自
体
合
理
的
な
判
断
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
書
簡
が
出
さ
れ
た
翌
二
五
日
、
今
度
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
が
、
ジ
ャ
ン
ト
の
大
法
官
ジ
ョ
ン
・
サ
マ
ー
ズ
に
書
状
を
送
っ
た
。
そ
の

中
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、「
ス
ペ
イ
ン
王
は
一
〇
月
よ
り
先
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
な
い
」だ
ろ
う
。「
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
」

ほ
ど
状
況
は
緊
迫
し
て
い
る
か
ら
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
伯
の
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
宛
書
簡
に
記
さ
れ
た
協
定
案
を
信
頼
で
き
る
少
数
の
者
で
検
討

し
、
内
容
に
異
存
が
な
け
れ
ば
、
全
権
委
任
状
に
国
璽
を
押
印
し
て
氏
名
欄
を
空
白
に
し
た
ま
ま
送
付
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
の
指
示

を
出
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
極
秘
事
項
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
を
忘
れ
な
か
っ
た（

（3
（

。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
サ
マ
ー
ズ
は
、直
ち
に
第
一
大
蔵
卿
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
、海
軍
卿
の
オ
ー
フ
ォ
ー

ド
伯
、
南
部
担
当
国
務
大
臣
（Secretary of State for the Southern D

epartm
ent

）
の
シ
ュ
ル
ー
ズ
ベ
リ
公
、
お
よ
び
前
出
の

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
と
協
議
し
た
。
そ
し
て
八
月
二
八
日
付
の
国
王
宛
書
簡
で
、
戦
争
を
回
避
す
る
た
め
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
の

話
し
合
い
の
必
要
性
は
認
め
つ
つ
も
、
分
割
協
定
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
で
フ
ラ
ン
ス
が
そ
れ
を
守
ら
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も
持
た
な
い
こ

と
、
ま
た
個
々
の
条
項
を
見
て
も
、
た
と
え
ば
シ
チ
リ
ア
王
国
が
フ
ラ
ン
ス
に
割
譲
さ
れ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
中
海
貿
易
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
協
定
内
容
に
強
い
懸
念
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。
し
か
し
サ
マ
ー
ズ
た
ち
は
、
王
の
賢
明
な
判
断
に

期
待
し
、
最
終
的
に
は
そ
れ
に
従
う
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
指
示
ど
お
り
、
名
前
の
欄
を
空
白
に
し
た
ま
ま
国
璽
の
押
さ
れ
た
全
権

委
任
状
を
送
付
し
た
の
で
あ
る
。
一
六
九
八
年
一
〇
月
一
一
日
（
新
暦
）、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
間
で
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
第
一
次
分
割
条
約
」（First Partition T

reaty

）
で
あ
る（

（3
（

。
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
を
代
表
し
て
署
名
し
た
の
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
伯
と
駐
ハ
ー
グ
大
使
の
サ
ー
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

こ
う
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
王
位
継
承
を
め
ぐ
る
懸
案
事
項
は
ひ
と
ま
ず
決
着
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
均
衡

を
維
持
す
る
と
い
う
点
で
は
妥
当
な
着
地
点
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
条
約
は
最
初
か
ら
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
と
い
う

の
は
、
皇
帝
も
カ
ル
ロ
ス
二
世
も
交
渉
の
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
、
あ
く
ま
で
も
英
仏
蘭
三
カ
国
だ
け
の
取
り
決
め
で
し
か
な
か
っ
た
か
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ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
秘
密
条
約
が
明
ら
か
に
な
る
や
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
ス
ペ
イ
ン
も
激
し
く
反
発
し
た
。
と
り
わ
け
、
領
土
を
分

割
し
な
い
こ
と
を
至
上
命
題
と
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
反
発
は
激
し
か
っ
た
。
一
六
九
八
年
一
一
月
一
四
日
（
新
暦
）、
カ
ル
ロ
ス

は
バ
イ
エ
ル
ン
の
王
子
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
を
ス
ペ
イ
ン
の
王
位
継
承
者
と
し
、
彼
に
全
領
土
を
相
続
さ
せ
る
と
い
う
遺

言
状
に
署
名
し
て
い
る
。
領
土
分
割
は
許
さ
な
い
と
い
う
確
固
た
る
意
志
の
表
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
条
約
は
大
き
な
壁
に
直
面

し
た
。
だ
が
、
条
約
締
結
か
ら
四
カ
月
後
の
一
六
九
九
年
二
月
六
日
（
新
暦
）
に
い
っ
そ
う
大
き
な
壁
、
す
な
わ
ち
、
条
約
そ
の
も
の

が
完
全
に
死
文
と
化
す
事
態
が
起
こ
っ
た
。
当
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
が
七
歳
で
急
逝
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
報
に
接
し

た
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
複
雑
な
迷
路
に
入
っ
て
し
ま
っ
た（

（4
（

」
と
嘆
息
し
て
い
る
。

　

こ
の
予
期
せ
ぬ
事
態
を
受
け
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
と
ル
イ
一
四
世
は
改
め
て
交
渉
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
協
議
は
、
ロ
ン
ド
ン
で

は
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
タ
ラ
ー
ル
伯
と
の
間
で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
は
、
外
務
大
臣
ト
ル
シ
ー
侯
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
コ
ル
ベ
ー
ル
と

駐
仏
大
使
ジ
ャ
ー
ジ
伯
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヴ
ィ
リ
ア
ー
ズ
と
の
間
で
行
わ
れ
た
。
一
六
九
九
年
六
月
に
基
本
合
意
が
成
立
、
翌
一
七
〇
〇

年
三
月
三
日
（
旧
暦
二
月
二
一
日
）
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
が
、
三
月
二
五
日
（
旧
暦
一
四
日
）
に
は

ハ
ー
グ
で
オ
ラ
ン
ダ
の
代
表
が
署
名
し
て
正
式
に
新
し
い
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。「
第
二
次
分
割
条
約
」（Second Partition T

reaty

）

で
あ
る
。
こ
の
と
き
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
代
表
し
て
署
名
し
た
の
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
伯
と
ジ
ャ
ー
ジ
伯
で
あ
っ
た
。
条
約
の
骨
子
は
、

死
去
し
た
バ
イ
エ
ル
ン
王
子
に
代
わ
っ
て
カ
ー
ル
大
公
が
ス
ペ
イ
ン
本
土
、
ス
ペ
イ
ン
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
、
お
よ
び
西
イ
ン
ド
諸
島

を
継
承
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ジ
ュ
ー
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
先
の
条
約
と
同
様
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
領
を
相
続
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
カ
ー
ル
大
公
が
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ミ
ラ
ノ
公
国
領
を
ロ
レ
ー
ヌ
公
に
譲
り
、

そ
の
補
償
と
し
て
、
ロ
レ
ー
ヌ
公
国
領
を
得
る
と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
た（

（4
（

。
第
一
次
分
割
条
約
を
ベ
ー
ス
に
な
さ
れ
た
こ
の
協

定
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
勢
力
均
衡
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
戦
争
の
脅
威
も
、
ひ
と
ま
ず
回
避
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
以
上
が
一
六
九
八
年
と
一
七
〇
〇
年
に
ス
ペ
イ
ン
分
割
条
約
が
締
結
さ
れ
た
経
緯
で
あ
る（

（4
（

。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
第
一
次
分

割
条
約
」
は
わ
ず
か
四
カ
月
後
に
無
効
と
な
っ
た
。
そ
し
て
改
め
て
合
意
点
を
見
出
し
た
「
第
二
次
分
割
条
約
」
も
、
ル
イ
一
四
世
に

反
故
に
さ
れ
て
空
文
化
す
る
運
命
に
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
こ
と
が
、
多
く
の
国
を
巻
き
込
み
、
長
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
ス
ペ
イ

ン
継
承
戦
争
を
引
き
起
こ
す
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
は
歴
史
が
示
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
関
係
史
に
お

け
る
重
要
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
は
、
実
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
も
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

わ
れ
わ
れ
も
、
こ
の
戦
争
に
折
に
触
れ
て
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
さ
し
あ
た
り
次
項
で
は
、
こ
の
秘
密
条
約
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
ジ
ャ
ン
ト
の
弾
劾
と
い
う
大
き
な
政
治
問
題
を
惹
起
し
た
経
緯
を
見
て
い
こ
う
。

（
１
）　W

illiam
 John H

ardy and Edw
ard Bateson 

（eds.

）, Calendar of State Papers, D
om

estic Series of the R
eign of W

illiam
 and 

M
ary: Preserved in the Public R

ecord O
ffice, 11 vols. （London: H

M
SO

, 1895-1937

）, X
I （1700-1702

）, p. 282.

（
２
）　J. H

. Plum
b, T

he G
row

th of Political Stability in E
ngland, 1675-1725 （London: M

acm
illan, 1967

）, pp. 129-58; J. A
. D

ow
nie, 

T
o Settle the Succession of the State: Literature and Politics, 1678-1750 （London: M

acm
illan, 1994

）, pp. 63-89; D
avid H

ayton, 

“Contested K
ingdom

s, 1688-1756,

” in T
he E

ighteenth Century, 1688-1815, ed. Paul Langford （O
xford: O

xford U
niversity Press, 

2002

）, esp. pp. 46-55.

（
３
）　J. R. Jones, T

he First W
higs: T

he Politics of the E
xclusion Crisis, 1678-1683 

（London: O
xford U

niversity Press, 1961

）; 
Robert W

illm
an, 

“The O
rigins of ʻW

higʼ and ʻT
oryʼ in English Political Language,

” Historical Journal, 17/2 

（1974

）, 247-64; 

松
園
伸
『
イ
ギ
リ
ス
議
会
政
治
の
形
成

―
「
最
初
の
政
党
時
代
」
を
中
心
に
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）。

（
４
）　

詳
し
く
は
、H. T

. D
ickinson, Liberty and Property: Political Ideology in E

ighteenth-Century Britain 

（London: M
ethuen, 1979

）, 
pp. 13-90

（
田
中
秀
夫
監
訳
『
自
由
と
所
有

―
英
国
の
自
由
な
国
制
は
い
か
に
し
て
創
出
さ
れ
た
か
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
四

―
八
九
頁
）
を
参
照
。

（
５
）　Julian H

oppit, A
 Land of Liberty?: E

ngland, 1689-1727 （O
xford: O

xford U
niversity Press, 2000

）, pp. 141-42.

（
６
）　

こ
の
時
代
の
ト
ー
リ
と
ウ
ィ
ッ
グ
、
お
よ
び
コ
ー
ト
と
カ
ン
ト
リ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。B. W

. H
ill, T

he G
row

th of Parliam
entary 

Parties, 1689-1742 （London: George A
llen &

 U
nw

in, 1976

）, pp. 29-90; J. P. D
. W

. K
enyon, R

evolutin Principles: T
he Politics 
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of Party, 1689-1720 （Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 1977

）; D
avid H

ayton, 

“The ʻCountryʼ Interest and the Party 
System

, 1689-c. 1720,

” in Party and M
anagem

ent in Parliam
ent, 1660-1784, ed. Clyve Jones （Leicester: Leicester U

niversity 
Press; N

ew
 Y

ork: St. M
artinʼs Press, 1984

）, pp. 37-85; idem
, 

“The Politics of the H
ouse,

” in T
he H

istory of Parliam
ent: T

he 
H

ouse of Com
m

ons, 1690-1715, ed. Eveline Cruikshanks, Stuart H
andley, and D

. W
. H

ayton, 5 vols. （Cam
bridge: Cam

bridge 
U

niversity Press, 2002

）, I, pp. 462-99; Geoffrey H
olm

es, British Politics in the A
ge of A

nne, rev. edn. 

（London: H
am

bledon 
Press, 1987

）; D
ickinson, Liberty and Property, pp. 13-118 （

田
中
監
訳
、
四
―
一
一
七
頁
）. 

な
お
、
ト
ー
リ
と
ウ
ィ
ッ
グ
の
グ
ル
ー
プ
分
け

は
、
辻
本
諭
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
常
備
軍
の
成
立

―
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
期
の
常
備
軍
論
争
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
八
一
九
号
、
二
〇
〇
六

年
）、
八
頁
か
ら
示
唆
を
得
て
い
る
。

（
７
）　

議
員
定
数
五
一
三
の
う
ち
、
ト
ー
リ
の
獲
得
議
席
数
は
二
〇
三
、
ウ
ィ
ッ
グ
二
五
七
、
無
所
属
五
三
で
あ
っ
た
。Cruikshanks, H

andley, and 
H

ayton （eds.

）, H
ouse of Com

m
ons, I, p. 219; H

oppit, Land of Liberty?, p. 141.

（
８
）　K

eith Feiling, A
 H

istory of the T
ory Party, 1640-1714 （O

xford: Clarendon Press, 1924

）, pp. 307-29; H
ayton, 

“The Politics 
of the H

ouse

” in H
ouse of Com

m
ons, I, pp. 434-535; H

enry H
orw

itz, Parliam
ent, Policy and Politics in the R

eign of W
illiam

 
III （M

anchester: M
anchester U

niversity Press, 1977

）, pp. 208-18; H
oppit, Land of Liberty?, pp. 151-55.

（
９
）　

名
誉
革
命
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
安
定
の
時
代
を
迎
え
た
も
の
の
決
し
て
平
和
な
時
代
で
は
な
く
、
一
六
八
九
年
か
ら
九
七
年
ま
で
、
ま
た
一

七
〇
二
年
か
ら
一
三
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
と
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
。
前
期
の
戦
争
に
つ
い
て
言
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
一
四
世
の
侵
略
に
危
機
感
を

抱
い
た
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
は
、
一
六
八
六
年
七
月
に
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
お
よ
び
ド
イ
ツ
諸
侯
た
ち
と
の
間
で
「
ア
ウ
グ

ス
ブ
ル
ク
同
盟
」（League of A

ugsburg

）
を
結
ん
だ
。
し
か
し
ル
イ
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
家
に
男
子
相
続
者
が
絶
え
る
と
、
王
位
継
承
権

と
領
土
を
要
求
し
て
八
八
年
九
月
に
同
選
帝
侯
領
に
侵
攻
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
同
盟
戦
争
」
が
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
皇
帝
は
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
と
オ
ラ
ン
ダ
（
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
共
和
国
）
を
加
え
て
新
た
に
大
同
盟
（Grand A

lliance

）
を
結
成
、
か
く
し
て
反
フ
ラ
ン
ス
同
盟

は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
規
模
の
も
の
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
フ
ラ
ン
ス
と
積
極
的
に
対
峙
し
た
の
は
、
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
王
位
に
就
い
た
ば
か
り
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
オ
ラ
ン
ダ
総
督
時
代
か
ら
の
宿
敵
で
あ
り
、
し
か
も
ル
イ
が
、
王
位
奪
回
を

狙
う
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
上
陸
を
公
然
と
支
援
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

ル
イ
一
四
世
打
倒
に
執
念
を
燃
や
す
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
は
、
自
ら
軍
を
率
い
て
そ
の
指
揮
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
強
を
誇
る
フ
ラ

ン
ス
軍
に
対
抗
し
得
ず
、モ
ン
ス（M

ons

）、ナ
ミ
ュ
ー
ル（N

am
ur

）、ス
テ
ー
ン
ケ
ル
ケ（Steenkerque

）、ネ
ー
ル
ウ
ィ
ン
デ
ン（N

eerw
inden

）、

シ
ャ
ル
ル
ロ
ワ
（Charleroi

）
な
ど
、
多
く
の
戦
闘
で
敗
北
を
重
ね
た
。
戦
況
は
海
上
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
海
洋
国
家
を
自
認
す
る
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
と
も
に
一
六
九
二
年
五
月
の
ラ
・
オ
ー
グ
の
海
戦
（Battle of La H

ogue

）
で
こ
そ
勝
利
し
た
も
の
の
、
九
〇
年
七
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月
の
ビ
ー
チ
・
ヘ
ッ
ド
の
海
戦
（Battle of Beachy H

ead

）
や
九
三
年
六
月
の
ラ
ゴ
ス
の
海
戦
（Battle of Lagos

）
な
ど
で
敗
北
し
た
。
そ
の

た
め
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
の
戦
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。だ
が
フ
ラ
ン
ス
も
決
定
的
な
勝
利
を
得
る
に
は
至
ら
ず
、

戦
争
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
て
、
双
方
の
側
で
し
だ
い
に
和
平
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
九
七
年
九
月
の
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
条
約
で
、
九

年
間
に
及
ぶ
戦
争
は
ひ
と
ま
ず
終
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（Charles Jenkinson [ed.], A

 Collection of A
ll the T

reaties of Peace, 
A

lliance and Com
m

erce betw
een G

reat-Britain and O
ther Pow

ers, from
 the T

reaty Signed at M
unster in 1648 to the T

reaties 
Signed at Paris in 1783, 3 vols. [London, 1785], I, pp. 299-305

）。
こ
の
戦
争
の
原
因
や
戦
局
の
推
移
等
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下

を
参
照
。J. R. Jones, Country and Court: E

ngland 1658-1714 （London: Edw
ard A

rnold, 1978

）, pp. 256-78; D
erek M

cK
ay and 

H
. M

. Scott, T
he R

ise of the G
reat Pow

ers, 1648-1815 

（London: Longm
an, 1983

）, pp. 43-53; H
oppit, Land of Liberty?, pp. 

90-93, 
98-106; 

浜
林
正
夫
『
イ
ギ
リ
ス
名
誉
革
命
史
（
下
）』（
未
来
社
、
一
九
八
三
年
）、
二
四
一
―
四
三
頁
、
友
清
理
士
『
イ
ギ
リ
ス
革
命
史 

（
下
）
―
大
同
盟
戦
争
と
名
誉
革
命
』（
研
究
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
七
五
―
九
七
、
二
一
〇
―
二
四
頁
。

（
10
）　

一
六
、
一
七
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
た
「
軍
事
革
命
」（m

ilitary revolution

）
は
、
戦
争
の
性
格
や
戦
術
を
大
き
く
変
え
、
軍
事
作
戦

の
複
雑
化
、
広
域
化
、
戦
争
の
長
期
化
な
ど
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
練
と
一
体
化
し
た
作
戦
行
動
が
重
視
さ
れ
、
良
き
訓
練
を
受
け
た
規

律
あ
る
兵
士
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
、
各
国
は
次
々
と
常
備
軍
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

John Brew
er, T

he Sinew
s of Pow

er: W
ar, M

oney and the E
nglish State, 1688-1783 （Cam

bridge, M
ass.: H

arvard U
niversity 

Press, 1990

）, pp. 7-8

（
大
久
保
桂
子
訳
『
財
政
＝
軍
事
国
家
の
衝
撃

―
戦
争
・
カ
ネ
・
イ
ギ
リ
ス
国
家 

一
六
八
八
―
一
七
八
三
』
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
一
七
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
常
備
軍
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
ウ
ェ

ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
が
締
結
さ
れ
た
一
六
四
八
年
か
ら
一
七
一
四
年
の
間
で
あ
っ
た
。John Childs, A

rm
ies and W

arfare in E
urope, 1648-

1789 （M
anchester: M

anchester U
niversity Press, 1982

）, p. 30.

　
　
　

こ
う
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
で
常
備
軍
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
あ
っ
て
は
事
情
は
異
な
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
大
陸
の
諸
国
で
は
戦
争
が
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
国
際
紛
争
に
関
与
せ
ず
、
長
き
に
わ
た
っ
て
平
和
の
う

ち
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
の
後
半
ま
で
常
備
軍
を
持
つ
時
期
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
州
単
位
に
編
成
さ
れ
た
「
民
兵

隊
」（m

ilitia

）、
も
し
く
は
民
兵
隊
の
中
か
ら
資
質
の
あ
る
者
を
選
抜
し
て
特
別
の
装
備
と
訓
練
を
施
し
た
「
訓
練
部
隊
」（trained bands

）
が
存

在
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（Brew

er, Sinew
s of Pow

er, p. 8. 
大
久
保
訳
、
一
九
頁
）。
と
こ
ろ
が
、
一
六
八
八
年
を
境
に
軍
事
活
動

は
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
頻
繁
に
交
戦
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
期
間
も
長
期
に

及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
も
軍
事
革
命
を
経
験
し
、
常
備
軍
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
軍
事
革
命
に

つ
い
て
は
、Michael J. Braddick, 

“An English M
ilitary Revolution?

” Histrical Journal, 36/4 （1993

）, 965-75; idem
, State Form

ation 
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in E
arly M

odern E
ngland, c. 1550-1700 （Cam

bridge: Cam
bridge U

niversity Press, 2000

）, pp. 213-21

が
参
考
に
な
る
。
た
だ
し
、

革
命
の
始
期
は
一
六
四
〇
代
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
常
備
軍
を
持
っ
た
の
は
、
正
確
に
言
え
ば
一
六
六
一
年
で
あ
る
。
前
年
の
六
〇
年
九
月
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
旧
共
和
国
軍
を

解
散
さ
せ
る
法
律
が
成
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
形
式
的
な
解
散
で
あ
り
、
旧
軍
は
引
き
続
き
国
王
軍
、
す
な
わ
ち
「
近
衛
連
隊
お
よ

び
要
塞
守
備
隊
」（Guards and Garrison

）
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
常
備
陸
軍
の
始
ま
り
で
あ
る
。
旧
共
和

国
軍
の
解
散
か
ら
新
た
な
国
王
軍
の
編
成
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、Lois G. Schw

oerer,

“No Standing A
rm

ies !

”: T
he A

ntiarm
y Ideology 

in Seventeenth-Century E
ngland （Baltim

ore: Johns H
opkins U

niversity Press, 1974

）, chap. V

を
参
照
さ
れ
た
い
。ま
た
、Jam

es Scott 
W

heeler, T
he M

aking of a W
orld Pow

er: W
ar and the M

ilitary R
evolution in Seventeenth-Century E

ngland （Gloucestershire: 
Sutton, 1999

）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
軍
事
革
命
と
常
備
軍
を
包
括
的
に
論
じ
て
い
て
有
益
で
あ
る
。
な
お
、
本
注
釈
は
、
拙
稿
「
ウ
ォ
ル

ポ
ー
ル
時
代
の
ピ
ッ
ト
（
下
―
一
）
―
チ
ャ
タ
ム
伯
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ
ッ
ト
研
究
（
Ⅴ
）」（『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
五
七
巻
第
一
号
、
二

〇
〇
七
年
）、
三
、
一
三
―
一
四
頁
の
記
述
と
一
部
重
複
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
11
）　

一
六
八
九
年
に
制
定
さ
れ
た
「
権
利
章
典
」（Bill of Rights

）
と
「
軍
律
法
」（M

utiny A
ct

）
に
よ
っ
て
、
軍
事
に
関
す
る
国
王
大
権
に
一
定

の
制
限
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
常
備
軍
を
独
占
的
に
管
理
し
て
い
た
国
王
も
、
議
会
の
承
認
な
し
に
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
は
事
実
上
で
き
な
く

な
っ
て
い
た
。

（
12
）　

海
軍
を
含
め
る
と
、兵
力
は
最
大
で
一
二
万
超
、費
用
約
四
八
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。Chris Cook and John Stevenson, British H

istorical 
Facts, 1688-1760 （London: M

acm
illan, 1988

）, pp. 170-71; Jerem
y Gregory and John Stevenson, T

he Longm
an Com

panion to 
Britain in the E

ighteenth Century, 1688-1820 （London: Longm
an, 2000

）, pp. 195, 199.

（
13
）　T

he H
istory and Proceedings of the H

ouse of Lords from
 the R

estoration in 1660 to the Present T
im

e, 8 vols. 

（London, 
1742-44

）, I, p. 467; Jenkinson （ed.

）, Collection of T
reaties, I, pp. 299-300.

（
14
）　T

he Parliam
entary H

istory of E
ngland, from

 the E
arliest Period to the Y

ear 1803, 36 vols. （London: T
. C. H

ansard, 1806-
20

）, V
, p. 1166. （
以
下
、Parl. H

ist. 

と
略
記
）

（
15
）　W
illiam

 III to the Earl of Portland （8 N
ov. 1697

）, Letters of W
illiam

 III and Louis X
IV

 and of their M
inisters: Illustrative of 

the D
om

estic and Foreign Politics of E
ngland from

 the Peace of R
ysw

ick to the A
ccession of Philip V

 of Spain, 1697 to 1700, 
ed. Paul Grim

blot, 2 vols. [London, 1848], I, p. 133.

（
16
）　W

illiam
 III to the Pensionary H

einsius 

（10/20 D
ec. 1697

）, ibid., I, p. 142; Parl. H
ist., V

, p. 1167; H
ardy and Bateson 

（eds.

）, 
Calendar of State Papers, V

III 

（1697

）, pp. 505-507; H
orw

itz, Parliam
ent, Policy and Politics in the R

eign of W
illiam

 III, p. 
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226; H
oppit, Land of Liberty?, p. 156.

（
17
）　Journals of the H

ouse of Com
m

ons, X
II, p. 5.

（
18
）　

当
初
、
政
府
は
約
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
兵
士
を
保
持
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
五
〇
万
ポ
ン
ド
を
希
望
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ー
リ
ー

が
主
導
す
る
野
党
カ
ン
ト
リ
派
の
主
張
は
三
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
決
着
し
た
三
五
万
ポ
ン
ド
は
、
約
一
万
の
兵
士
（
騎
兵
四
〇
〇
〇

人
、
歩
兵
六
〇
〇
〇
人
）
を
保
持
す
る
の
に
相
当
す
る
金
額
で
あ
っ
た
。Hardy and Bateson （eds.

）, Calendar of State Papers, IX
 （1698

）, 
pp. 23-24; Jam

es V
ernon to the D

uke of Shrew
sbury 

（11 Jan. 1698

）, Letters Illustrative of the R
eign of W

illiam
 III from

 
1696 to 1708: A

ddressed to the D
uke of Shrew

sbury by Jam
es V

ernon, E
sq., ed. G. P. R. Jam

es, 3 vols. 

（London, 1841

）, I, pp. 
460-61

（
以
下
、Letters of V

ernon 

と
略
記
）; W

illiam
 III to the Pensionary H

einsius （11/21 Jan. 1698

）, Letters of W
illiam

 III and 
Louis X

IV
, ed. Grim

blot, I, pp. 146-48; H
orw

itz, Parliam
ent, Policy and Politics in the R

eign of W
illiam

 III, p. 229.

（
19
）　

た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。John T

renchard and W
alter M

oyle, A
n A

rgum
ent Shew

ing that a Standing 
A

rm
y is Inconsistent w

ith a Free G
overnm

ent and A
bsolutely D

estructive to the Constitution of the E
nglish M

onarchy 

（London, 1697

）; John T
renchard, A

 Short H
istory of Standing A

rm
ies in E

ngland 

（London, 1698

）; W
alter M

oyle, T
he Second 

Part of an A
rgum

ent Shew
ing that a Standing A

rm
y is Inconsistent w

ith a Free G
overnm

ent, and A
bsolutely D

estructive to the 
Constitution of the E

nglish M
onarchy （London, 1697

）; A
ndrew

 Fletcher, A
 D

iscourse of G
overnm

ent w
ith R

elation to M
ilitia

s̓ 

（Edinburgh, 1698

）; John T
oland, T

he M
ilitia R

eform
d̓; or A

n E
asy Schem

e of Furnishing E
ngland w

ith a Constant Land-
Force, Capable to Prevent or to Subdue any Forein Pow

er, and to M
aitain Perpetual Q

uiet at H
om

e, w
ithout E

ndangering the 
Publick Liberty 

（London, 1698

）; Sam
uel Johnson, A

 Confutation of a Late Pam
phlet Intituled, A

 Letter Ballancing the 
N

ecessity of K
eeping a Land-Force in T

im
es of Peace （London, 1698

）.

（
20
）　

常
備
軍
に
賛
成
す
る
デ
フ
ォ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
次
の
三
点
で
あ
る
。Daniel D

efoe, Som
e R

eflections on a Pam
phlet Lately Publish

d̓, 
E

ntituled, A
n A

rgum
ent Shew

ing that a Standing A
rm

y is Inconsistent w
ith a Free G

overnm
ent and A

bsolutely D
estructive to 

the Constitution of the E
nglish M

onarchy 

（London, 1697
）; A

n A
rgum

ent Shew
ing that a Standing A

rm
y, w

ith Consent of 
Parliam

ent, is not Inconsistent w
ith a Free G

overnm
ent 

（London, 1698

）; A
 Brief R

eply to the H
istory of Standing A

rm
ies in 

E
ngland （London, 1698

）.

（
21
）　J. G. A

. Pocock, T
he M

achiavellian M
om

ent: Florentine Political T
hought and the A

tlantic R
epublican T

radition, w
ith a 

N
ew

 A
fterw

ord by the A
uthor （Princeton: Princeton U

niversity Press, 1975

）, p. 426

（
田
中
秀
夫
・
奥
田
敬
・
森
岡
邦
泰
訳
『
マ
キ
ア

ヴ
ェ
リ
ア
ン
・
モ
ー
メ
ン
ト

―
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
思
想
と
大
西
洋
圏
の
共
和
主
義
の
伝
統
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
三
六
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五
頁
）.

（
22
）　

こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。A

rnold M
iller, 

“Som
e A

rgum
ents U

sed by English Pam
phleteers, 1697-1700, Concerning 

a Standing A
rm

y,

” JM
H

, 18/4 

（1946

）, 306-13; J. R. W
estern, T

he E
nglish M

ilitia in the E
ighteenth Century: T

he Story of a 
Political Issue, 1660-1802 （London: Routledge &

 K
egan Paul; T

oront: U
niversity of T

oront Press, 1965

）, pp. 89-103; Lois G. 
Schw

oerer, 

“The Literature of the Standing A
rm

y Controversy, 1697-1699,

” HLQ
, 28/3 

（1965

）, 187-212; idem
,

“No Standing 
A

rm
ies !,

” chap. V
III; Caroline Robbins, T

he E
ighteenth-Century Com

m
onw

ealthm
an: Studies in the T

ransm
ission, D

evelopm
ent, 

and Circum
stance of E

nglish Liberal T
hought from

 the R
estoration of Charles II until the W

ar w
ith the T

hirteen Colonies 

（Indianapolis: Liberty Fund, 1987

）, pp. 99-101; Pocock, M
achiavellian M

om
ent, pp. 426-27

（
田
中
他
訳
、
三
六
五
ー
六
六
頁
）; J. A

. 
D

ow
nie, R

obert H
arley and the Press: Propaganda and Public O

pinion in the A
ge of Sw

ift and D
efoe 

（Cam
bridge: Cam

bridge 
U

niversity Press, 1979
）, pp. 19-56; D

ickinson, Liberty and Property, pp. 97, 104-106

（
田
中
監
訳
、
九
六
、
一
〇
三
―
一
〇
五
頁
）; 

辻

本
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
常
備
軍
の
成
立
」
一
―
二
二
頁
、
野
原
慎
司
「
一
七
世
紀
末
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
常
備
軍
論
争

―
商
業
と
国
制
」（『
イ

ギ
リ
ス
哲
学
研
究
』
第
三
〇
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
一
一
―
二
四
頁
、
村
松
茂
美
『
ブ
リ
テ
ン
問
題
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦

―
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
と

初
期
啓
蒙
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）、
四
五
―
七
六
頁
。

（
23
）　

一
六
九
四
年
に
成
立
し
た
「
三
年
議
会
法
」（T

riennial A
ct

）
に
よ
っ
て
、
一
議
会
は
三
年
以
上
続
い
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
法
の
政
治
的
意
義
に
つ
い
て
は
、H

olm
es, British Politics in the A

ge of A
nne, pp. 218-19

を
参
照
。

（
24
）　Cruikshanks, H

andley, and H
ayton （eds.

）, H
ouse of Com

m
ons, I, p. 220.

（
25
）　Ibid., pp. 220-21.

（
26
）　Parl. H

ist., V
, pp. 1191-92; Jam

es V
ernon to the D

uke of Shrew
sbury （17 D

ec. 1698

）, Letters of V
ernon, II, pp. 235-37.

（
27
）　W

illiam
 III to the Pensionary H

einsius （20/30 D
ec. 1698

）, Letters of W
illiam

 III and Louis X
IV

, ed. Grim
blot, II, p. 219.

（
28
）　Gilbert Burnet, H

istory of H
is O

w
n T

im
e, w

ith N
otes by the E

arls of D
artm

outh and H
ardw

icke, Speaker O
nslow

, and D
ean 

Sw
ift, 6 vols. （O

xford, 1823

）, IV
, p. 390.

（
29
）　W

illiam
 III to the Pensionary H

einsius （28 A
pr./7 M

ay 1699
）, Letters of W

illiam
 III and Louis X

IV
, ed. Grim

blot, II, p. 324.

（
30
）　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
キ
ッ
ド
の
件
の
み
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
と
さ
れ
る
キ
ッ
ド
は
、
渡
米
し
て
私
掠
船

（privateer

）
の
船
長
に
な
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
戦
争
状
態
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
船
舶
を
拿
捕
す
る
な
ど
し
た
こ
と
か
ら
、
北
米
植
民
地
で
そ

の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
手
腕
が
認
め
ら
れ
た
キ
ッ
ド
は
、
一
六
九
五
年
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
総
督
の
推
薦
に
よ
り
、
政
府
か
ら
イ

ン
ド
洋
で
跋
扈
し
て
い
る
海
賊
の
討
伐
を
命
ぜ
ら
れ
、海
賊
の
根
拠
地
で
あ
る
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
に
向
か
っ
た
。と
こ
ろ
が
、彼
自
身
が
海
賊
に
な
っ
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て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
九
九
年
に
ボ
ス
ト
ン
入
港
と
と
も
に
捕
え
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に
送
致
さ
れ
た
。
一
七
〇
一
年
に
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
絞
首

刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。こ
の
問
題
は
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、キ
ッ
ド
に
私
掠
免
許
を
与
え
た
政
府
の
責
任
が
厳
し
く
追
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

Journals of the H
ouse of Com

m
ons, X

III, pp. 12-39; H
orw

itz, Parliam
ent, Policy and Politics in the R

eign of W
illiam

 III, pp. 
261-62, 286-87.

（
31
）　

ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
は
政
局
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
ウ
ィ
ッ
グ
に
傾
い
て
い
た
政
権
運
営
を
見
直
し
、
一
七
〇
〇
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て

新
た
に
ト
ー
リ
の
三
名
を
、
す
な
わ
ち
、
サ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヘ
ッ
ジ
ズ
を
北
部
担
当
国
務
大
臣
に
、
シ
ド
ニ
ー
・
ゴ
ド
ル
フ
ィ
ン
を
第
一
大
蔵

卿
に
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
伯
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総
督
に
任
命
し
て
い
る
。

（
32
）　Cruikshanks, H

andley, and H
ayton （eds.

）, H
ouse of Com

m
ons, I, pp. 221-22.

（
33
）　

前
任
の
議
長
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
サ
ー
・
ト
マ
ス
・
リ
ト
ル
ト
ン
で
あ
っ
た
。

（
34
）　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
伯
は
オ
ラ
ン
ダ
の
貴
族
出
身
で
、
少
年
の
と
き
に
オ
ラ
ニ
エ
家
に
入
っ
て
以
来
、
ウ
ィ
レ
ム
三
世
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
）
の
親
友

と
し
て
、
ま
た
側
近
と
し
て
彼
を
支
え
続
け
た
。
ウ
ィ
レ
ム
と
メ
ア
リ
の
婚
儀
を
整
え
た
ば
か
り
か
、
名
誉
革
命
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
奔
走
し

て
い
る
。
一
六
八
九
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
貴
族
に
叙
さ
れ
る
と
と
も
に
、
枢
密
院
議
員
に
も
任
命
さ
れ
て
、

王
の
政
策
顧
問
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
名
誉
革
命
に
至
る
ま
で
の
政
治
過
程
や
革
命
後
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
統
治
を
考
え
る
う
え
に
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
き
わ
め
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
政
治
・
外
交
活
動
を
中
心
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
伝
記
的
に
論
じ
た
も
の
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
新
旧
の
次
の
二
点
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。M

arion E. Grew
, W

illiam
 Bentinck and W

illiam
 III 

（Prince of O
range

）: T
he 

Life of Bentinck, E
arl of Portland from

 the W
elbeck Correspondence 

（N
ew

 Y
ork, A

ppleton, 1924

）; D
avid O

nnekink, T
he 

A
nglo-D

utch Favourite: T
he Career of H

ans W
illem

 Bentinck, 1st E
arl of Portland （1649-1709

）（A
ldershot: A

shgate, 2007

）.

（
35
）　T

he Earl of Portland to Jam
es V

ernon （24 A
ug. 1698

）, Letters of W
illiam

 III and Louis X
IV

, ed. Grim
blot, II, pp. 119-20.

（
36
）　W

illiam
 III to the Lord Chancellor Som

ers （25 A
ug. 1698

）, ibid., pp. 121-22.

（
37
）　T

he Lord Chancellor Som
ers to W

illiam
 III 

（28 A
ug./ Sep. 8, 1698

）, ibid., pp. 143-46; Journals of the H
ouse of Com

m
ons, 

X
III, pp. 491-92.

（
38
）　Jenkinson 

（ed.

）, Collection of T
reaties, I, pp. 305-13; Grim

blot 

（ed.

）, Letters of W
illiam

 III and Louis X
IV

, II, A
ppendix I, 

pp. 483-95. 

こ
の
条
約
は
、「
ハ
ー
グ
条
約
」（T

reaty of T
he H

ague
）
と
も
称
せ
ら
れ
る
。

（
39
）　Chester K

irby, 

“The Four Lords and the Partition T
reaty,

” Am
erican H

istorical R
eview

, 52/3 （1947

）, 477-90

は
、
分
割
条
約

締
結
前
後
の
四
名
の
ウ
ィ
ッ
グ
貴
族
の
動
向
を
詳
細
に
論
じ
て
お
り
、
現
在
で
も
価
値
を
失
っ
て
い
な
い
。

（
40
）　W

illiam
 III to the Pensionary H

einsius 

（31 Jan./ 10 Feb. 1699

）, Letters of W
illiam

 III and Louis X
IV

, ed. Grim
blot, II, p. 
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255.

（
41
）　T

he M
anuscripts of the H

ouse of Lords （1699-1702

）, new
 ser., 12 vols. （London: H

M
SO

, 1900-77

）, IV
, pp. 251-58; Jenkinson 

（ed.

）, Collection of T
reaties, I, pp. 319-26; Letters of W

illiam
 III and Louis X

IV
, ed. Grim

blot, II, A
ppendix II, pp. 495-507; 

A
ndrew

 Brow
ning （ed.

）, E
nglish H

istorical D
ocum

ents, vol. V
III: 1660-1714 （London: Eyre &

 Spottisw
oode, 1953

）, pp. 867-
72.

（
42
）　

ス
ペ
イ
ン
分
割
条
約
を
め
ぐ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
外
交
を
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
文
献
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。H

orw
itz, 

Parliam
ent, Policy and Politics in the R

eign of W
illiam

 III, pp. 240-41, 277-78; Jones, Country and Court, pp. 284-87; H
oppit, 

Land of Liberty?, pp. 108-109; 

友
清
理
士
『
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争

―
マ
ー
ル
バ
ラ
公
戦
記
と
イ
ギ
リ
ス
・
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
誕
生
史
』（
彩

流
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
一
―
二
〇
頁
。
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